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９
月
12
日
に
開
会
し
た
第
３
回
定
例
会

で
、
町
長
が
『
行
政
報
告
』、
教
育
長
が
『
教

育
行
政
報
告
』
を
行
い
ま
し
た
。

行
政
報
告

１
恵
尚
会
訴
訟
に
つ
い
て

　

仙
台
高
裁
で
争
わ
れ
て
い
た
「
令
和
４

年
（
ネ
）
第
３
１
３
号
指
定
管
理
料
等
請

求
控
訴
事
件
」
は
、
令
和
５
年
１
月
31
日

に
原
告
で
あ
る
医
療
法
人
恵
尚
会
の
訴
え

を
棄
却
し
、
本
町
の
全
面
勝
訴
の
判
決
が

言
い
渡
さ
れ
ま
し
た
。
原
告
は
そ
の
判
決

を
不
服
と
し
、
同
年
２
月
10
日
に
第
二
審

の
判
決
を
破
棄
し
、
さ
ら
に
相
当
の
裁
判

を
求
め
る
旨
の
上
告
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
最
高
裁
は
同
年
６
月
22
日
に
原
告

の
上
告
を
棄
却
し
、
上
告
審
と
し
て
受
理

し
な
い
決
定
を
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
指
定
管
理
料
等
請
求
事
件
に

つ
い
て
は
、
一
部
和
解
は
し
ま
し
た
が
本

町
の
勝
訴
が
確
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
令
和
２
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
一
連

の
恵
尚
会
と
の
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
全
て

終
了
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

２�

中
心
拠
点
再
生
地
区
整
備
事
業
に
つ

い
て

　

道
の
駅
建
設
工
事
は
、
８
月
31
日
現
在
、

建
設
予
定
地
背
後
の
法
面
造
成
工
事
及
び

複
合
施
設
等
へ
繋
が
る
階
段
工
事
を
終
え

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
10
月

か
ら
杭
打
設
工
事
が
行
わ
れ
る
予
定
で
あ

る
た
め
、
振
動
等
に
よ
る
影
響
が
周
辺
住

宅
に
及
ば
な
い
よ
う
配
慮
し
て
進
め
て
参

り
ま
す
。
ま
た
、
旧
役
場
庁
舎
跡
地
を
道

の
駅
の
駐
車
場
と
す
る
工
事
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
開
発
局
が
今
年
度
分
と
し
て
基
層

面
ま
で
の
工
事
を
、
当
初
の
予
定
通
り
進

め
、
９
月
８
日
で
終
え
た
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

　

ふ
る
び
ら
１
５
０
年
広
場
整
備
工
事
に

つ
い
て
は
、
10
月
か
ら
転
落
防
止
柵
の
基

礎
工
事
及
び
大
型
遊
具
の
製
作
発
注
を
行

う
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

恵
比
須
小
路
線
道
路
改
良
工
事
は
、
９

月
15
日
の
工
期
末
に
向
け
て
順
調
に
進
捗

し
て
お
り
、
工
事
完
了
後
は
本
複
合
施
設

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、
国
道
２
２
９
号
及
び

町
道
３
条
通
線
の
両
方
か
ら
可
能
と
な
り
、

大
幅
に
利
便
性
が
向
上
す
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
更
な
る
施
設
の

利
用
促
進
に
繋
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま

す
。

３
道
の
駅
指
定
管
理
候
補
者
に
つ
い
て

　

５
月
29
日
か
ら
７
月
10
日
の
期
間
で
実

施
し
た
道
の
駅
指
定
管
理
候
補
者
の
募
集

は
、
２
社
か
ら
の
応
募
が
あ
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
選
定
に
あ
た
っ
て
は
、
８

月
１
日
に
そ
れ
ぞ
れ
の
業
者
を
対
象
と
し

て
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
実
施
し
、
８
月
７
日

の
選
定
委
員
会
で
「
株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
（
タ
イ
シ
）
」
に
決
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
同
社
は
、
美
幌
町
の
「
道

の
駅
ぐ
る
っ
と
パ
ノ
ラ
マ
美
幌
峠
」
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
で
実
績
が
あ
る
こ
と
や
、
本

町
の
特
産
品
を
活
か
し
た
独
創
的
な
施
設

運
営
が
期
待
出
来
る
こ
と
な
ど
を
評
価
し

て
決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
同
社
は
、
道
の
駅
検
討
委
員
会

に
参
画
し
、
「
道
の
駅
整
備
基
本
計
画
」

の
実
現
に
向
け
て
、
具
体
的
な
戦
略
づ
く

り
や
、
令
和
７
年
春
の
開
業
に
向
け
て
の

各
種
準
備
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

４
表
彰
式
に
つ
い
て��

　

開
町
記
念
日
で
あ
る
９
月
４
日
、
（
町

は
）
功
労
者
等
を
表
彰
す
る
た
め
、
令
和

５
年
度
古
平
町
表
彰
式
を
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。
今
年
の
被
表
彰
者
４
人
は
、
７
月

29
日
に
開
催
さ
れ
た
表
彰
審
議
委
員
会
で

決
定
さ
れ
た
方
で
、
功
労
者
２
人
に
つ
い

て
は
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

を
12
年
務
め
た
方
と
、
消
防
団
員
と
し
て

25
年
活
躍
さ
れ
た
方
で
す
。
功
績
者
２
人

は
、
共
に
永
年
に
わ
た
り
障
が
い
者
の
自

立
更
正
支
援
に
尽
力
し
た
と
し
て
社
会
貢

献
賞
を
受
賞
さ
れ
た
方
で
す
。 

　

式
に
は
、
４
人
の
う
ち
２
人
が
出
席
さ

れ
、
私
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
呈
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、
併
せ
て

文
化
財
保
護
の
推
進
に
寄
与
さ
れ
た
法
人

１
社
に
対
し
て
も
感
謝
状
を
贈
呈
し
て
お

り
ま
す
。

５
死
亡
交
通
事
故
に
つ
い
て�

　

７
月
２
日
午
前
９
時
20
分
ご
ろ
、
浜
町

字
ド
ロ
ノ
キ
１
６
６
１
番
地
８
地
先
の
道

道
で
、
町
内
の
52
歳
男
性
の
運
転
す
る

オ
ー
ト
バ
イ
が
、
路
外
に
逸
脱
し
、
運
転

手
が
死
亡
す
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
ま
し
た
。
現
場
は
右
カ
ー
ブ
と

な
っ
て
い
る
場
所
で
、
後
続
の
オ
ー
ト
バ

イ
運
転
手
の
話
で
は
、
時
速
約
１
０
０
㎞

で
走
行
し
て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
余
市

警
察
署
の
現
場
診
断
で
も
、
速
度
の
出
し

過
ぎ
と
ハ
ン
ド
ル
操
作
の
ミ
ス
が
事
故
原

因
で
は
な
い
か
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
事
故
に
よ
り
、
２
０
０
６
年
１
月

10
日
か
ら
６
３
８
２
日
続
い
て
お
り
ま
し

た
本
町
の
「
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
日に

ち

」
の
記

録
が
途
絶
え
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
関
係

機
関
や
各
団
体
と
連
携
の
上
、
今
後
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
等

に
力
を
注
い
で
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

６�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
第
３
回
臨
時
会
で
議
決
を
頂

い
た
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た

各
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
進
捗
状
況
等
を

ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

①
課
税
世
帯
支
援
事
業
（
推
奨
事
業
）

　

住
民
税
課
税
世
帯
に
１
世
帯
あ
た
り
１

万
円
を
支
給
す
る
本
事
業
は
、
７
月
14
日

か
ら
支
給
を
開
始
し
、
８
月
31
日
現
在
、

６
４
３
世
帯
に
対
し
て
支
給
し
て
お
り
ま

令
和
５
年

第
３
回
古
平
町
議
会
定
例
会
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議

会

お
知
ら
せ
①

出

来

事

お
知
ら
せ
②

す
。
な
お
、
今
回
の
事
業
で
の
対
象
世
帯

は
、
８
月
31
日
現
在
、
８
３
０
世
帯
で
、

受
付
期
限
は
令
和
６
年
２
月
末
日
で
あ
り

ま
す
。

② 

水
産
加
工
用
燃
油
等
価
格
高
騰
対
策
支

援
事
業
（
推
奨
事
業
）  

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
等
の
高
騰
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
水
産
加
工
業
者
に
、
従

業
員
数
に
応
じ
て
10
～
50
万
円
を
上
限
に

補
助
す
る
本
事
業
は
、
８
月
31
日
現
在
、

対
象
で
あ
る
全
９
事
業
者
に
交
付
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。 

③ 

漁
業
用
燃
油
等
価
格
高
騰
対
策
支
援
事

業
（
推
奨
事
業
）

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
の
価
格
高
騰
に
よ
り
影

響
を
受
け
て
い
る
漁
業
者
に
、
所
有
漁
船

の
ト
ン
数
に
応
じ
て
５
～
30
万
円
を
上
限

に
補
助
す
る
本
事
業
は
、
８
月
31
日
現
在
、

28
件
へ
交
付
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

対
象
者
は
49
件
で
あ
り
、
申
請
期
限
は
令

和
６
年
１
月
末
日
で
あ
り
ま
す
の
で
、
東

し
ゃ
こ
た
ん
漁
協
と
連
携
の
上
、
申
請
漏

れ
等
が
発
生
し
な
い
よ
う
進
め
て
参
り
ま

す
。

④ 

農
業
用
資
材
等
価
格
高
騰
対
策
事
業

（
推
奨
事
業
） 

　

物
価
高
騰
等
に
よ
り
影
響
を
受
け
て
い

る
農
業
者
に
、
法
人
10
万
円
、
個
人
事
業

主
５
万
円
を
上
限
に
補
助
す
る
本
事
業
は
、

８
月
31
日
現
在
、
８
件
へ
交
付
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
対
象
者
は
９
件
で
、
申

請
期
限
は
令
和
６
年
１
月
末
日
で
す
が
、

未
申
請
の
農
業
者
１
件
に
対
し
て
は
、
個

別
に
声
か
け
を
す
る
な
ど
、
本
事
業
の
再

周
知
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

⑤ 

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
支
援
事
業

（
第
２
弾
）（
推
奨
事
業
） 

　

町
民
の
生
活
支
援
と
地
域
経
済
の
活
性

化
の
た
め
、
商
工
会
が
発
行
す
る
商
品
券

に
対
し
て
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
％
の
補
助

を
す
る
本
事
業
は
、
８
月
31
日
に
販
売
し
、

予
約
分
も
含
め
て
即
日
、
完
売
し
た
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。
使
用
期
限
は
令
和
６
年

２
月
末
日
で
す
の
で
、
未
使
用
や
未
換
金

の
商
品
券
が
発
生
し
な
い
よ
う
、
期
限
等

の
周
知
徹
底
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

⑥ 

低
所
得
世
帯
支
援
事
業
（
低
所
得
世
帯

支
援
枠
）

　

物
価
高
騰
の
負
担
感
が
大
き
い
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
３
万
円
を
支
給
す
る
本

事
業
は
、
７
月
６
日
か
ら
支
給
を
開
始

し
、
８
月
31
日
現
在
、
７
８
５
世
帯
に
対

し
て
支
給
し
て
お
り
ま
す
。
支
給
率
は
約

96
％
、
残
り
は
30
世
帯
余
り
で
、
受
付
期

限
は
令
和
６
年
２
月
末
日
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
は
、
個
別
に
声
か
け
を
す
る

な
ど
、
全
対
象
世
帯
へ
早
め
に
支
給
が
完

了
す
る
よ
う
進
め
て
参
り
ま
す
。 

７�

医
療
・
介
護
人
材
の
確
保
対
策
に
つ

い
て

　

６
月
17
日
か
ら
８
月
19
日
の
期
間
で
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
町
の
補
助
を
受
け
て
、

「
介
護
職
員
初
任
者
研
修
会
」
を
実
施
い

た
し
ま
し
た
。
同
研
修
会
は
、
介
護
の
基

礎
知
識
を
講
義
と
実
技
で
習
得
す
る
内
容

で
あ
り
、
最
終
日
に
は
試
験
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
し
た
10
人
は
全
員
が
、
最
終

試
験
に
合
格
し
ヘ
ル
パ
ー
資
格
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
参
加
者
の
中
に
は
、
研
修
前

か
ら
既
に
介
護
現
場
で
就
業
し
て
い
る
方

も
お
り
、
資
格
の
習
得
に
よ
っ
て
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
繋
が
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
２
人
の
方
が
、
新
た
に
介
護
の
職

に
就
き
、
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
と
も
聞
い

て
お
り
ま
す
の
で
、
町
と
し
て
は
当
初
の

目
的
を
達
成
で
き
た
も
の
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
医
療
・
介
護
現
場
で
は
、
依

然
と
し
て
人
材
不
足
が
解
消
さ
れ
て
い
な

い
た
め
、
町
と
し
て
は
計
画
的
に
対
策
を

検
討
し
て
参
り
ま
す
。 

８
敬
老
会
に
つ
い
て�

　

９
月
７
日
、
老
人
週
間
の
行
事
の
一
環

と
し
て
（
町
は
）
、
令
和
５
年
度
古
平
町

敬
老
会
を
本
複
合
施
設
の
大
ホ
ー
ル
で
挙

行
い
た
し
ま
し
た
。
数
え
年
１
０
１
歳
以

上
２
人
、
１
０
０
歳
３
人
、
米
寿
（
88
歳
）

32
人
及
び
喜
寿
（
77
歳
）
73
人
が
、
出
席

対
象
で
、
う
ち
13
人
が
元
気
に
出
席
し
て

く
れ
ま
し
た
。
本
来
は
数
え
年
77
歳
以
上

の
６
９
０
人
（
９
月
１
日
現
在
）
に
案
内

を
送
付
す
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
を

考
慮
し
て
今
年
度
も
規
模
を
縮
小
し
て
の

開
催
と
い
た
し
ま
し
た
。
出
席
者
は
、
旧

知
の
仲
間
と
の
会
話
や
古
平
町
を
紹
介
し

た
動
画
を
鑑
賞
す
る
な
ど
、
楽
し
ん
で
お

ら
れ
、
満
足
さ
れ
て
帰
宅
さ
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
今
回
、
祝
１
０
０
歳
紀
寿
と
な
ら

れ
る
の
は
、
港
町
町
内
会
の
横
川
幸
男
さ

ん
、
本
陣
町
内
会
の
伊
東
ミ
ヨ
さ
ん
、
浜

五
町
内
会
の
松
原
サ
ツ
さ
ん
の
３
人
で
す
。

な
お
、
大
変
残
念
で
は
あ
り
ま
す
が
、
港

町
町
内
会
の
本
間
ト
ワ
さ
ん
が
、
６
月
19

日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
家
族

へ
弔
慰
金
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

９

 

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
職
員
駐
車
場
の
確

保
に
つ
い
て

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
現
駐
車
場
は
、
冬
期

間
、
雪
の
堆
積
場
所
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、

保
護
者
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
極
端
に
狭
く

な
っ
て
し
ま
い
、
園
児
を
送
迎
す
る
際
の

安
全
面
が
大
変
懸
念
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。 

　

こ
の
度
、
徒
歩
１
分
半
に
あ
る
丸
山
町

46
番
地
１
の
民
地
が
、
地
権
者
と
の
交
渉

の
結
果
、
無
償
で
借
り
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
同
場
所
は
約
４
７
０
㎡
の
広

さ
を
有
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
冬
期
間
で

も
８
台
程
度
の
駐
車
が
可
能
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
９
月
中
に
貸
借
契
約
を
締
結
し
、

今
冬
か
ら
職
員
の
駐
車
場
と
し
て
使
用
す

る
予
定
で
あ
り
ま
す
。 

10
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
運
動
会
に
つ
い
て�

　

９
月
２
日
、
幼
児
セ
ン
タ
ー
の
運
動
会

が
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
行
わ

れ
ま
し
た
。
来
場
者
に
制
限
を
か
け
る
こ

と
な
く
開
催
す
る
の
は
、
３
年
ぶ
り
で
、

園
児
43
人
は
、
保
護
者
、
来
賓
及
び
地
域

の
方
々
な
ど
１
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者

の
温
か
い
眼
差
し
に
囲
ま
れ
な
が
ら
、
か

け
っ
こ
や
遊
戯
等
に
汗
を
流
し
て
お
り
ま

し
た
。
園
児
は
初
め
、
緊
張
し
た
面
持
ち

で
あ
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
な
ど
か
ら
の

声
援
に
よ
り
、
そ
の
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
、
こ

れ
ま
で
練
習
し
て
き
た
と
お
り
の
力
を
存

分
に
発
揮
し
て
お
り
ま
し
た
。 

　

幼
児
セ
ン
タ
ー
の
運
動
会
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
と
協
議
の
上
、
令
和
元
年
か
ら
天
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候
に
関
係
な
く
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
開
催

す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
は

猛
暑
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
も
屋
内
で
の
開

催
を
評
価
す
る
声
が
あ
ち
こ
ち
か
ら
聞
こ

え
て
お
り
ま
し
た
。  

11�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対

策
に
つ
い
て��

　

令
和
５
年
秋
開
始
接
種
は
、
こ
れ
ま
で

同
様
に
北
後
志
５
町
村
に
よ
る
共
同
接
種

体
制
で
実
施
し
、
９
月
20
日
か
ら
12
の
医

療
機
関
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。
接
種

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年
３
月
31
日
ま
で

無
料
で
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
Ⅹ
Ｂ
Ｂ
．
１
．
５

対
応
１
価
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
国
で

示
す
初
回
接
種
が
終
了
し
て
い
る
全
て
の

方
で
、
接
種
を
す
る
た
め
に
は
、
最
後
の

接
種
か
ら
３
か
月
以
上
の
経
過
が
必
要
で

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
秋
開
始
接
種
の
目

的
が
重
症
化
予
防
で
あ
る
こ
と
、
さ
ら
に

は
町
民
の
皆
さ
ん
が
、
混
雑
を
避
け
ス

ム
ー
ズ
に
接
種
が
出
来
る
よ
う
、
７
月
23

日
ま
で
に
春
開
始
接
種
を
終
了
し
て
い
る

65
歳
以
上
の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
等
へ

は
、
あ
ら
か
じ
め
接
種
券
を
送
付
し
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
既
に
９
月
５
日
か
ら

受
付
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
以
外

の
方
は
、
ワ
ク
チ
ン
の
入
荷
数
や
予
約
状

況
を
勘
案
し
、
10
月
初
旬
か
ら
順
次
、
接

種
券
の
発
送
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

　

引
き
続
き
、
町
民
の
皆
様
が
感
染
症
に

対
し
て
不
安
を
抱
か
な
い
よ
う
、
情
報
提

供
、
感
染
対
策
及
び
専
門
職
に
よ
る
相
談

業
務
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

12
熱
中
症
対
策
に
つ
い
て�

　

８
月
23
日
～
26
日
ま
で
の
４
日
間
、
全

道
域
を
対
象
と
す
る
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
令
和
３
年
の
制
度
開
始
以
来
、
初
め

て
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
町
と
し
て
は
、
気

温
30
～
35
℃
の
日
が
続
い
て
い
た
こ
と
、

暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ
Ｔ
）
が
31
以
上
で
最

上
級
の
危
険
値
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
防

災
無
線
で
熱
中
症
予
防
の
呼
び
か
け
を

行
っ
た
り
、
本
複
合
施
設
内
の
和
室
を
熱

中
症
回
避
場
所
と
し
て
開
放
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。
回
避
場
所
の
４
日
間
の
利

用
者
は
、
延
べ
18
人
で
し
た
。
ま
た
、
６

月
27
日
に
食
中
毒
警
報
第
１
号
が
発
令
さ

れ
、
９
月
５
日
の
第
10
号
ま
で
に
発
令
期

間
は
、
延
べ
１
，
２
４
８
時
間
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。 

13�

地
域
医
療
の
推
進
及
び
介
護
医
療
院

に
つ
い
て�

　

町
立
診
療
所
で
は
、
６
月
末
に
超
音
波

骨
量
測
定
装
置
を
導
入
し
た
た
め
、
骨
密

度
検
査
が
実
施
可
能
と
な
り
ま
し
た
。
同

検
査
の
実
施
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
繋
が
り
、
町
民
の
皆

様
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
や
改
善
に
寄
与

す
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

８
月
か
ら
は
来
所
者
の
要
望
を
受
け
、
午

前
中
の
待
ち
時
間
を
緩
和
す
る
た
め
、
診

療
開
始
時
刻
を
９
時
か
ら
８
時
30
分
へ

と
変
更
い
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
併
せ
て
、

終
了
時
刻
も
来
所
が
少
な
か
っ
た
こ
と
を

考
慮
し
て
、
17
時
に
繰
上
げ
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
町
立
診
療
所
は
、

今
後
も
地
域
の
一
次
医
療
機
関
と
し
て
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
と
も
に
、
町
民

ニ
ー
ズ
に
沿
う
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。 

　

一
方
、
介
護
医
療
院
で
は
、
現
在
17
人

が
入
所
し
療
養
生
活
を
送
っ
て
お
り
ま
す
。

７
月
の
琴
平
神
社
例
大
祭
の
際
に
は
、
浜

三
町
内
会
の
献
酒
場
に
約
半
数
が
集
ま
り
、

家
族
や
友
人
と
の
交
流
、
猿
田
彦
と
の
記

念
撮
影
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
今

後
も
入
所
者
が
、
地
域
住
民
等
と
交
流
し

な
が
ら
、
療
養
生
活
を
送
る
こ
と
が
出
来

る
よ
う
、
引
き
続
き
、
環
境
整
備
や
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
の
構
築
に
努
め
て
参
り

ま
す
。 

14
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て�

　

８
月
末
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
状
況
は
、

寄
付
件
数
７
，
１
４
４
件
（
対
前
年
比
１

０
３
．
８
％
）
、
寄
付
額
７
，
９
９
１
万

円
（
同
１
０
９
．
５
％
）
と
微
増
で
あ
り

ま
し
た
。
こ
の
要
因
は
、
利
用
の
多
い
寄

付
サ
イ
ト
の
ペ
ー
ジ
を
全
面
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
し
た
こ
と
や
、
新
た
な
返
礼
品
を
追
加

し
た
こ
と
で
あ
る
と
分
析
し
て
お
り
ま

す
。 

 

一
方
、
総
務
省
は
こ
れ
ま
で
の
「
寄
付

を
募
集
す
る
経
費
は
、
寄
付
額
の
５
割
以

下
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
、
10
月
か
ら
は
「
寄

付
を
受
け
た
後
に
か
か
る
経
費
も
含
め
て

５
割
以
下
」
に
変
更
し
ま
し
た
。
本
町
で

は
、
こ
の
変
更
に
対
し
て
、
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
の
本
旨
を
十
分
に
理
解
し
、
適
切

に
対
応
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
寄
付
金
が
ま
ち
づ
く
り
の

有
効
な
財
源
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
同
制

度
が
特
産
品
を
広
く
Ｐ
Ｒ
出
来
る
こ
と
か

ら
、
今
後
も
最
大
限
に
活
用
し
て
参
り
た

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

15�

後
志
管
内
消
防
指
令
業
務
の
共
同
化

に
つ
い
て��

　

消
防
司
令
シ
ス
テ
ム
は
、
緊
急
通
報
の

受
付
、
災
害
現
場
の
特
定
、
出
動
隊
の
編

成
及
び
消
防
署
所
へ
の
出
動
指
令
な
ど
、

一
連
の
通
信
指
令
業
務
を
支
援
す
る
た
め

の
重
要
な
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
ま
す
。
国
が

示
す
「
消
防
力
の
整
備
指
針
」
に
お
い
て

も
、
消
防
本
部
等
に
同
シ
ス
テ
ム
の
設
置

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
現
状
、
北
後

志
消
防
組
合
で
は
、
余
市
消
防
署
に
同
シ

ス
テ
ム
が
導
入
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
各

支
署
で
は
未
整
備
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
後
志
管
内
の
各
消
防
本
部
に
お
い

て
は
、
同
シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
懸
案
事
項

と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
令
和
３
年
度

に
小
樽
市
、
岩
内
・
寿
都
地
方
消
防
組
合
、

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
及
び
北
後
志
消
防

組
合
が
、
共
同
で
「
後
志
管
内
消
防
指
令

業
務
の
共
同
化
に
関
す
る
協
議
会
」
を
立

ち
上
げ
、
議
論
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。 

　

そ
の
結
果
、
羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
を

除
く
３
消
防
本
部
が
、
令
和
８
年
度
か
ら

の
運
用
開
始
で
共
同
化
を
進
め
る
こ
と
を

決
定
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
年
内
に

「
任
意
協
定
書
」
の
調
印
式
が
執
り
行
わ

れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
指
令
業
務
の
共
同
化
は
、
消
防
内

部
の
業
務
変
更
に
留
ま
る
だ
け
で
は
な
く
、

町
民
に
も
大
き
く
影
響
す
る
こ
と
で
あ
る

た
め
、
今
後
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
周
知

を
図
る
よ
う
北
後
志
消
防
組
合
へ
求
め
て

参
り
ま
す
。
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議

会

お
知
ら
せ
①

出

来

事

お
知
ら
せ
②

教
育
行
政
報
告

１�

学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　

小
学
校
、
中
学
校
に
お
け
る
感
染
症
対

策
に
関
し
て
は
、
５
類
感
染
症
へ
の
移
行

後
に
お
け
る
学
校
で
の
感
染
症
対
策
の
基

本
的
な
考
え
方
を
示
し
た
文
部
科
学
省
発

出
「
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
関
す
る
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル(

２
０
２
３
．
５
．
８
～)

」
及
び
北
海

道
教
育
委
員
会
か
ら
の
関
連
通
知
に
基
づ

い
た
対
策
を
引
き
続
き
講
じ
て
お
り
ま
す
。

　

児
童
生
徒
の
感
染
に
伴
う
学
校
の
臨
時

休
業
に
つ
い
て
は
、
前
回
報
告
（
６
月
16

日
時
点
）
以
降
は
、
小
学
校
、
中
学
校
と

も
に
該
当
あ
り
ま
せ
ん
。
９
月
８
日
現
在
）

２
学
校
教
育
活
動
に
つ
い
て

　

１
学
期
の
授
業
参
観
が
次
の
と
お
り
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
28
日　

小
学
１
，
２
，
３
年

　

６
月
30
日　

小
学
４
，
５
，
６
年

　

７
月
14
日　

中
学
全
学
年

　

小
中
学
校
と
も
７
月
25
日
か
ら
８
月
17

日
ま
で
24
日
間
の
夏
季
休
業
を
終
え
、
18

日
に
始
業
式
を
行
い
２
学
期
の
ス
タ
ー
ト

を
切
っ
て
い
ま
す
。

　

中
体
連
関
係
で
す
。
水
泳
で
は
、
６
月

の
後
志
大
会
で
古
中
３
年
平
尾
歩
睦
さ
ん

が
男
子
１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ
で
優
勝
、
全
道

へ
の
切
符
を
手
に
し
ま
し
た
。
７
月
21
日

か
ら
函
館
市
で
開
催
さ
れ
た
北
海
道
中
学

校
水
泳
大
会
に
出
場
、
健
闘
及
ば
ず
予
選

敗
退
で
し
た
。
で
す
が
、
自
己
記
録
は
更

新
し
た
と
い
う
こ
と
で
、
成
長
し
続
け
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
は
、
６
月
の

後
志
大
会
と
７
月
の
後
志
小
樽
代
表
決
定

戦
を
勝
ち
進
み
、
団
体
・
シ
ン
グ
ル
ス
・

ダ
ブ
ル
ス
す
べ
て
全
道
出
場
を
果
た
し
ま

し
た
。
８
月
１
日
か
ら
北
見
市
で
開
催
の

北
海
道
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
に
出

場
し
、
全
道
の
壁
厚
く
３
種
目
と
も
初
戦

敗
退
と
な
り
ま
し
た
。

　

８
月
３
日
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

北
海
道
予
選
札
幌
地
区
大
会
が
札
幌
市
で

開
催
さ
れ
、
古
中
吹
奏
楽
部
は
Ｃ
編
成
の

部
に
出
場
、
見
事
「
銀
賞
」
を
獲
得
し
ま

し
た
。
３
年
連
続
の
銀
賞
で
す
。

　

今
夏
は
全
国
的
に
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、

学
校
に
お
い
て
も
様
々
な
暑
さ
対
策
を

取
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
特
に
気
温
が
上
昇

し
暑
さ
指
数
が
上
が
っ
た
段
階
で
は
、
学

校
に
お
い
て
下
校
時
間
の
繰
上
げ
を
行
い
、

熱
中
症
対
策
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

下
校
時
間
の
繰
上
げ
措
置
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

８
月
25
日(

金
） 

小
学
校 

12 

： 

00
下
校
、

　
　
　
　
　
　
　

 

中
学
校 

13

：

25
下
校

　

８
月
30
日(

水) 

小
学
校 

12

：

30
下
校
、

 

（
中
学
校
は
通
常
ど
お
り
）

　

８
月
31
日(

木) 

中
学
校 

13

：

25
下
校
、

 

（
小
学
校
は
開
校
記
念
日
）

３
小
学
校
の
教
科
書
採
択
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
か
ら
使
用
す
る
小
学
校
の

教
科
書
に
つ
い
て
、
そ
の
前
年
に
あ
た
る

今
年
８
月
31
日
ま
で
に
、
後
志
管
内
19
町

村
で
構
成
す
る
第
４
地
区
教
科
書
採
択
教

育
委
員
会
協
議
会
で
協
議
し
採
択
す
べ
き

教
科
書
を
決
定
、
そ
の
後
各
町
村
教
育
委

員
会
で
採
択
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

３
回
の
協
議
会
と
２
回
の
調
査
委
員
会

を
経
て
８
月
10
日
に
協
議
会
で
決
定
さ
れ
、

本
町
に
お
い
て
は
８
月
28
日
開
催
の
教
育

委
員
会
で
採
択
い
た
し
ま
し
た
。

　

採
択
理
由
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、
教

育
委
員
会
事
務
室
で
令
和
10
年
３
月
31
日

ま
で
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
お
り
、
町

民
の
皆
様
に
は
広
報
11
月
号
で
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

４
学
校
給
食
に
つ
い
て

　

学
校
給
食
で
提
供
し
て
い
る
白
米
に
つ

い
て
は
、
古
平
産
な
な
つ
ぼ
し
を
使
用
し
、

そ
の
保
管
管
理
・
精
米
納
品
を
新
お
た
る

農
協
と
の
間
で
契
約
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
産
米
に
つ
い
て
も
町
内
作
付

け
農
家
４
戸
と
新
お
た
る
農
協
の
理
解
と

協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
古
平
産
米

の
学
校
給
食
へ
の
提
供
が
可
能
と
な
り
ま

し
た
。
10
月
に
は
新
米
と
し
て
学
校
給
食

に
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
引
き
続
き
衛
生

管
理
を
徹
底
し
て
、
安
全
で
安
心
な
学
校

給
食
の
提
供
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

５
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て

　

ク
ロ
ー
ル
25
ｍ
泳
げ
な
い
子
を
対
象
に

し
た
「
小
学
生
の
水
泳
教
室
」
を
６
月
22
、

27
、
29
日
に
開
催
（
全
３
回
）
、
の
べ
57

人
（
日
平
均
19
人
）
が
参
加
し
て
練
習
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
２
人
が
ビ
ー
ト
板

な
し
で
ク
ロ
ー
ル
25
ｍ
を
泳
げ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
て
い
っ
て
ほ
し
い
と
考
え
ま
す
。

　

高
齢
者
教
室
た
け
な
わ
学
級
は
、
第
３

回
を
７
月
14
日
に
開
催
、
12
人
が
参
加
し

て
「
大
人
が
楽
し
む
折
り
紙
教
室
」
を
実

施
、
大
き
な
折
り
紙
を
使
っ
て
の
達
磨

の
作
成
な
ど
、
「
集
中
し
て
頭
を
使
っ
た
。

難
し
く
て
疲
れ
た
け
れ
ど
面
白
か
っ
た
。
」

「
家
に
帰
っ
て
作
っ
て
み
ま
す
。」
と
の
声

を
頂
き
ま
し
た
。
続
く
第
４
回
を
８
月
24

日
に
開
催
、
24
人
が
参
加
し
て
「
町
外
視

察
研
修
」
を
実
施
、
道
の
駅
と
う
べ
つ
や

エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
Ｈ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｉ
Ｄ

Ｏ
を
見
学
し
て
お
り
ま
す
。

　

少
年
少
女
わ
ん
ぱ
く
王
国
は
、
第
３
回

を
７
月
27
、
28
日
に
開
催
、
13
人
が
参
加

し
て
「
Ｂ
＆
Ｇ
キ
ャ
ン
プ
」
を
行
い
ま
し

た
。
夕
食
づ
く
り
を
楽
し
み
、
夜
に
は
花

火
、
翌
朝
の
朝
食
づ
く
り
、
そ
し
て
プ
ー

ル
レ
ク
で
締
め
く
く
っ
て
お
り
ま
す
。
感

想
文
に
は
、
「
う
ち
あ
げ
花
火
が
た
の
し

か
っ
た
で
す
。
今
日
の
ス
パ
ゲ
テ
ィ
ー
が

う
ま
か
っ
た
で
す
。
ね
る
時
に
ざ
わ
ざ
わ

し
て
い
た
け
ど
夜
に
ぐ
っ
す
り
ね
む
れ
て
、

朝
に
元
気
に
な
り
ま
し
た
。
」
等
の
声
が

記
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
続
く
第
４
回
を

８
月
26
日
に
開
催
、６
人
が
参
加
し
て
「
町

外
視
察
研
修
」
を
実
施
、
札
幌
市
民
防
災
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セ
ン
タ
ー
を
見
学
し
て
お
り
ま
す
。
「
暴

風
体
験
は
風
が
す
ご
か
っ
た
。
風
で
ふ
き

と
ば
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
い
す
に
す

わ
っ
て
ゆ
れ
た
や
つ
が
た
の
し
か
っ
た
。」

等
の
感
想
で
し
た
。

　

絵
本
を
開
く
楽
し
い
体
験
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
す
る
活
動
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
」

は
、
第
２
回
を
８
月
17
日
乳
幼
児
健
診
会

場
に
お
い
て
実
施
し
、
１
組
２
名
に
絵
本

を
贈
呈
、
ま
た
、
絵
本
の
展
示
を
い
た
し

ま
し
た
。

　

さ
て
、
４
年
ぶ
り
開
催
の
「
古
平
ロ
ー

ド
レ
ー
ス
大
会
」
の
参
加
申
込
状
況
で
す

が
、
９
月
５
日
時
点
で
９
９
９
人
（
大
人

７
０
８
人
、
子
ど
も
２
９
１
人
）
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

子
ど
も
第
三
の
居
場
所
整
備
事
業
に
つ

い
て
で
す
。
建
設
工
事
の
入
札
を
７
月
６

日
執
行
し
、
７
月
12
日
臨
時
会
で
請
負
契

約
の
締
結
議
決
を
頂
き
、
同
日
本
契
約
を

結
ん
で
お
り
ま
す
。
工
期
は
令
和
５
年
12

月
18
日
ま
で
で
す
。
ま
た
、
７
月
21
日
に

工
事
管
理
委
託
と
備
品
購
入
の
入
札
を
執

行
し
ま
し
た
。
備
品
の
納
期
は
令
和
６
年

１
月
19
日
ま
で
で
す
。
６
年
２
月
開
設
に

向
け
、
鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。
な

お
、
契
約
の
相
手
方
、
金
額
等
は
議
会
ご

と
に
配
付
す
る
入
札
結
果
報
告
書
で
ご
確

認
ね
が
い
ま
す
。

　

古
平
町
図
書
館
は
昨
年
５
月
６
日
の

オ
ー
プ
ン
以
来
、
多
数
の
来
館
を
い
た
だ

き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年

度
実
績
は
８
月
末
日
時
点
で
、
の
べ
貸
出

者
数
４
０
９
人
、
貸
出
冊
数
１
，
５
３
４

冊
、
来
館
者
数
６
，
１
２
０
人
で
す
。
ま

た
、
累
計
の
図
書
館
利
用
カ
ー
ド
作
成
者

は
２
６
２
人
、
蔵
書
数
は
１
４
，
１
９
１

冊
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

町
民
皆
様
の
健
康
づ
く
り
へ
の
関
心
を

高
め
、
習
慣
付
け
が
さ
れ
る
よ
う
に
昨
年

度
か
ら
始
め
た
健
幸
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
つ

い
て
は
、
本
年
度
は
５
月
１
日
か
ら
開
始
、

前
回
の
報
告
（
６
月
６
日
時
点
43
名
）
か

ら
６
名
増
え
て
、
９
月
５
日
時
点
49
名
の

方
が
登
録
し
参
加
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
今

後
も
イ
ベ
ン
ト
等
で
事
業
周
知
を
図
り
な

が
ら
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
３
回
定
例
会
で
審
議
さ
れ
た
案
件

　

第
３
回
定
例
会
で
は
、
次
の
案
件
が
審

議
さ
れ
ま
し
た
。

〈
議
案
第
36
号
〉 

　

〈
原
案
可
決
〉

令
和
５
年
度
古
平
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
６
号
）

　

現
行
予
算
に
１
，
８
０
０
万
２
千
円
を

増
額
し
、
予
算
総
額
を
44
億
９
，
７
１
３

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容

は
、
国
庫
・
道
費
負
担
金
精
算
返
納
金
や

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
体

制
の
費
用
な
ど
で
す
。

〈
議
案
第
37
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

令
和
５
年
度
古
平
町
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

現
行
予
算
に
１
９
０
万
４
千
円
を
増
額

し
、
予
算
総
額
を
１
億
５
，
６
１
９
万
６

千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
主
な
内
容
は
、

短
期
入
所
生
活
介
護
運
営
業
務
に
係
る
委

託
料
で
す
。

〈
議
案
第
38
号
〉 

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
空
家
等
の
適
切
な
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
公
布
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
古
平
町
空
家
等
の
適

切
な
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
議
案
第
39
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

古
平
町
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と
り

親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
案

　

古
平
町
重
度
心
身
障
が
い
者
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
制
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で

す
。

〈
議
案
第
40
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
可
決
〉

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規
約

の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
第
２
８
６
条
第
１
項
の
規

定
に
基
づ
き
北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手

当
組
合
規
約
の
一
部
を
変
更
す
る
規
約
に

つ
い
て
、
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
報
告
第
３
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断

比
率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
３
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

健
全
化
判
断
比
率
を
議
会
に
報
告
す
る
も

の
で
す
。

〈
報
告
第
４
号
〉 
　
　
　
　

〈
原
案
承
認
〉

令
和
４
年
度
決
算
に
基
づ
く
資
金
不
足
比

率
に
つ
い
て

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
第
22
条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
、

資
金
不
足
比
率
を
議
会
に
報
告
す
る
も
の

で
す
。

〈
同
意
第
８
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
同
意
〉

古
平
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　

古
平
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
白し

ら

か

わ川

浩こ

う

い

ち一
氏
を
再
任
す
る
た
め
に
、
地
方
教
育

行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
第

４
条
第
２
項
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
の
同

意
を
求
め
る
も
の
で
す
。

〈
認
定
第
１
号
〉 

　
　
　
　

〈
原
案
認
定
〉

令
和
４
年
度
古
平
町
各
会
計
歳
入
歳
出
決

算
の
認
定
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
を
地
方
地

自
法
第
２
３
３
条
第
２
項
の
規
定
に
基
づ

き
議
会
の
認
定
に
付
す
る
も
の
で
す
。

　

10
月
３
日
、
古
平
町
教
育
委
員
会
委

員
に
再
任
さ
れ
た
白
川
浩
一
氏
に
成
田

町
長
よ
り
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
５
年
10
月
１
日
か
ら
令

和
９
年
９
月
30
日
ま
で
で
す
。
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議

会

お
知
ら
せ
①

出

来

事

お
知
ら
せ
②

すこやかふるびら
今年の健康診断はもう受けましたか？

健康一口コラム　～糖尿病　第４回～　　※Ａさんは架空の人物です

　55歳になる漁師のＡさんは毎日忙しい日々を送っていました。

　「昨日は、ビール４缶（350ml）飲んだなあ。いつもより１缶多かったからな。毎日飲んでる

とやめられないな。刺身もうまかったな。野菜はつまみにならないから、朝にサラダで食べて、

あとは皿にあるけど食べないな。健診は仕事が休めないからしばらく受けてない。受けなく

ちゃいけないとは思ってるけど。」

　仕事に行くのも買い物に行くのも車を使い、普段歩くのは船に乗っている時だけ。漁師の仕

事は重労働です。仕事をすれば疲れるので、十分運動していると思っていました。それから１

年後、ズボンがきつくなって久しぶりに体重を測ると５キロ増えていました。ある日、どうし

ても体調が悪いため「風邪だろう。」と病院に行くと、医師から糖尿病の診断を受けました。

なぜＡさんは糖尿病になってしまったのでしょう。  答えは次号でお知らせします。

すこやかカレンダー
日　　時 場　所 内　　　　　容

14日（火） 13：00～14：00 ふるびら温泉 健康相談

15日（水） 9：30～11：00 複合施設　かなえーる 浜町お達者クラブ

16日 (木) 14：00～16：00 倶知安保健所　 こころの健康相談
※３日前までにご予約ください
℡：0136-23-1957（倶知安保健所）

22日（水） 9：30～11：00 複合施設　かなえーる 西部お達者クラブ
◇お問い合わせ先　　　保健福祉課健康推進係　　☎0135-48-9839（内線133・134）

　『高血圧・糖尿病・高脂血症』は以

前成人病と言われていました。

　それは、年齢を重ねること（加齢）

によっておこる病気と考えられていた

ためです。しかし、最近では生活習慣

病と呼ばれ、食事や運動などの生活習

慣が発症に関わっていることがわかっ

てきました。

　そのため、国では健康診断を受け、

その結果から自分の生活を見直し、生

活習慣病を予防するために年に１回健

康診断を受けるよう推奨しています。
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社会福祉の推進・地域福祉の実現
第75回小樽・後志社会福祉大会

小樽・後志社会福祉大会が複合施設かなえーるで行
われ、小樽・後志12町村の約200名が参加しました。

社会福祉協議会役員功労者として、古平町からは
金
か な ざ わ

澤順
じゅん

悦
えつ

さん、斎
さ い と う

藤睦
む つ こ

子さん、梅
う め の

野史
し ろ う

朗さんの3名が
表彰されました。アトラクションでは古平町たらつり
節踊り保存会によるたらつり節踊りが披露され、会場
には手拍子が鳴り響いていました。記念講演では、地
域おこし協力隊 森

もり

雅
ま さ と

人さんが「古平町の記憶遺産を
掘り起こし活用する」をテーマに講演を行いました。

秋の収穫を楽しむ
幼児センター 収穫祭

幼児センターで４年ぶりに全クラスでの収穫祭が行わ
れました。それぞれのクラスで育て、収穫したじゃがいも、
人参、玉ねぎをたいよう、つき、にじ組の園児たちが洗う、
皮むき、包丁を使って切る。の作業を分担。玉ねぎを切
っていると「目が痛くなった。」と涙ぐみながらも「もっ
と切りたーい！」と楽しそうでした。切った食材は調理
室にお願いし、給食の「カレーライス」となりました。

たいよう組の鈴
す ず き

木心
こ

都
と

ちゃんは「じゃがいもも玉ね
ぎも初めて切ったよ。上手に切れたし、楽しかった！」
と話してくれました。

9/6

9/7

９月９～10日、恵比須神社例大祭が開かれました。コロナ禍で４年ぶりとなります。
９日の宵宮、10日の本祭には猿田彦（天狗）を先導に神輿、奴、子供会の山車などが浜町方面を練

り歩きました。
夜には火渡りが行われ、身の丈を大きく超える炎の中を猿田彦、獅子舞、神輿などが火の粉を巻き上

げながら渡っていました。

恵比須神社例大祭
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油彩が放つ存在感
第52回古平美術協会展

複合施設かなえーるで古平美術協会（穂
ほ

井
い だ

田日
ひ で

出麿
まろ

会長）の第52回古平美術協会展が開かれました。
古平美術協会会員の作品15点と穂井田会長が開く

絵画教室「アトリエ磨」の生徒の作品３点、計18点
の多彩な油彩画が並びました。

はずし娘、漁具、果物や野菜などを描いた作品など
が並び来場者の目を楽しませていました。

これからの町内会
令和５年度 町内会活性化セミナー

複合施設かなえーるで古平町町内会連合会主催の町
内会活性化セミナーが行われ、町内会長など12名が
参加しました。株式会社グローカルデザイン代表取締
役 酒

さ け も と

本 宏
ひろし

氏を講師に迎え、「地域コミュニティから
まちを元気に」をテーマに約２時間講演が行われまし
た。

参加した方からは「大変参考な方法をご教示いただ
き、帰ってじっくり出来ることがあるか考えてみた
い。」などの意見がありました。

綺麗な町を保つ
たけなわ学級 秋の奉仕活動

「高齢者教室たけなわ学級」と「古平町老人クラブ
南寿会」合同で「秋の奉仕活動」が実施され、たけな
わ学級14名、老人クラブ南寿会13名が参加しました。

参加者は海洋センター前に集合した後、２班に分か
れ、海洋センター周辺の道路沿いのごみ拾いと中島
公園内の草刈りを行いました。約１時間の活動で約
170kgのごみを拾い集めました。

親子でヨガ体験
第２回子育て講習会

子育て支援センターで第２回子育て講習会が行われ
ました。講師にmam liEN 増

ま す や ま

山千
ち ひ ろ

尋氏を迎え、「親子
ヨガ」の体験に０～２歳児11名、保護者12名の合計
23名の親子が参加しました。

足をあげるポーズでは「きつーい。」などの声が聞こ
えていましたが、親子で楽しみながら行っていました。

体験後のアンケートでは「子どもと一緒に楽しめて
良かった。また参加したい。」という意見がありまし
た。

9/23,24

9/25

9/27

9/28
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「一致団結」をテーマに開幕
古平中学校学校祭

みんなで何事にも挑戦し、協力し合う学校にしたい
という思いを込めた「一致団結」をテーマに、4年ぶ
りに観客制限なしの古中祭が開催されました。学年ご
とのステージ発表、吹奏楽部の演奏、有志ステージで
は6組が歌やダンスを披露。新たな取組として「全校
合唱」も行われました。

エンディングで生徒会長が挨拶した後、アンコールが
起こり・・・生徒、先生たちがダンスを！観客も一緒にステ
ージに上がり、会場全体が盛り上がって、幕を閉じました。

9/30

貴重な体験で大喜び！
幼児センター 鮭解体ショー

幼児センターで鮭の解体ショーが行われました。
鮭のオスとメスを目の前で見た園児たちは大喜び！
先生方が解体した鮭を園児たちが順番に見たり触っ

たりしていました。鮭を沢山触る子や恐る恐る触る子
など様々でしたが、魚の構造について楽しそうに学ん
でいました！

解体した鮭は調理室にお願いし、給食の「石狩鍋・
鮭フライ」となり、美味しくいただきました。

10/5

古平町図書館　複合施設「かなえーる」２階
開 館 日：火～日　10：00～18：00、祝日　10：00～17：00
閉 館 日：月、年末年始（12月31日～翌年１月５日）、蔵書点検期間
貸出期間：２週間　　貸出冊数：一人15冊まで（図書と雑誌を合わせて）
お問い合わせ先：教育委員会生涯学習係　☎0135－42－2590（内線145）

　気温も徐々に下がり、寒くなってきました。今回は、そんな寒い日に食べたくなる、温かい料理をま

とめた本２冊をご紹介します。

『みそ汁はおかずです』
 著：瀬尾幸子

　大根や油揚げ、豆腐などの
王道レシピから、カレー粉やキ
ムチを使ったレシピまで！？具
材をたっぷり使ったおかずにも
なれるみそ汁レシピを多数ご紹
介。

『クックパッドの大絶賛！

� スープレシピ』
� 監修：クックパッド株式会社

　日本最大の料理レシピサービス
クックパッドから最新版の大人気
スープレシピを掲載。少ない材料
で作れるスープやスープジャー弁
当テクニック、そして1000人以
上のユーザーが絶賛した「殿堂入
りレシピ」も収録。

本の海より ～寒い日に食べたい料理～
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除雪サービスのお知らせ

　日増しに秋の深まりを感じる季節となりました。

　今年も除雪サービスの申込受付を開始します。

◆対象　①要介護（支援）認定を受けている方

　　　　②身体障害者手帳１級・２級の方

　　　　　（聴覚障害者を除く）

　※�65歳以下の方と同居している場合や町民税課

税世帯の場合は対象となりません。

◆内容　�玄関先から道路までの間を１メートル程

度の幅で除雪します。

◆申込期限　11月10日（金）まで

　※期限後の申し込みは随時受け付けます。

◇お申し込み・お問い合わせ先

　保健福祉課高齢者支援係

　☎0135-48-9839（内線135・136・137）

みんなでチェック！最低賃金
北 海 道 最 低 賃 金

　北海道内の事業場で働くすべての労働者（会社

員、パート、アルバイトの方、学生さんなど働く

すべての人）及びその使用者に適用される北海道

最低賃金が次のとおり改定されました。

　　最 低 賃 金 額　　時間額960円

　　効力発生年月日　　令和５年10月１日

厚生労働省　北海道労働局�労働基準監督署（支署）

令和５年度
古平町文化祭開催のお知らせ

　文化祭展示会・発表会を次の日程で開催します。

町民の皆さんが日頃の芸術・文化活動の練習の成

果を発表しますので、皆様揃ってお越しください。

・第49回古平町文化祭作品展示会

　◆日時：10月26日（木）～29日（日）

　　　　　午前10時～午後５時

・第56回古平町文化祭発表会

　◆日時：11月３日（文化の日）

　　　　　午後１時～午後４時

場所：複合施設かなえーる１階大ホール

◇お問い合わせ先

　古平町文化団体連絡協議会事務局

　☎0135-42-2590（内線144・145）

学校用教科用図書の採択結果の閲覧に
ついて

　令和６年度から使用する小学校用教科用図書の

採択について、北海道第４地区教科書採択教育委

員会協議会（小樽市を除く後志管内19町村で構成）

において決定しました。

　この採択に関する資料を閲覧することができま

すのでお知らせします。

　なお、閲覧する際には、閲覧簿に閲覧日、氏名、

住所等を記入していただきますのでご了承ください。

　また、資料の複写を希望される場合は、有料で

写しを交付しますのでお申し出ください。

【閲覧期間】

　令和５年９月１日から

　令和10年３月31日まで

【閲覧時間】

　午前９時から午後５時まで

　（土・日及び祝日を除く）

【閲覧場所】

　教育委員会管理係

　（複合施設かなえーる内）

【閲覧資料】

　①協議会委員一覧

　②調査委員一覧

　③調査研究報告書

　④採択理由

　⑤採択結果

　⑥議事録

◇お問い合わせ先

　教育委員会管理係

　☎0135-42-2590（内線142・143）

全国一斉「女性人権ホットライン」
強化週間のお知らせ

　法務局では、女性の人権についての専用相談電

話「女性の人権ホットライン」を設置しています。

夫やパートナーからの暴力、ストーカーなど女性

の人権に関する悩みをご相談ください。

　また、11月15日（水）から11月21日（火）までは、「全

国一斉『女性の人権ホットライン』強化週間」です。

　期間中は、平日の受付時間を延長し、土曜日・

日曜日も相談に応じます。

女性の人権ホットライン（全国共通ナビダイヤル）

０５７０－０
ゼロナナゼロ

７０－
の

８
ハートライン

１０

◆受付時間

平日　午前８時30分～午後５時15分（年末年始を除く）

◆強化週間中の受付時間

　11月15日（水）～17日（金）・20日（月）・21日（火）

　午前８時30分～午後７時

　11月18日（土）・19日（日）

　午前10時～午後５時

◇お問い合わせ先

　札幌法務局人権擁護部

　☎011-709-2311（内線2205）

９月の水揚データが閲覧できます！
■ 数量
220,741.40kg
(前年比55.8％）

■ 金額(税抜)
99,656,955円
(前年比39.8％)

◀
詳
し
く
は
こ
ち
ら
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地方交付税…人口や税収などに応じて国から配分され
るお金

国・道支出金…国や道が必要と認めた事業に対して配
分されるお金

寄附金…ふるさと納税などで町に寄附いただいたもの
町税…町民税・固定資産税など
町債…施設を建てる時などに借りるお金
繰越金…前年度の余剰金が繰越されたもの
諸収入…どの区分にも属さない雑収入
地方消費税交付金…地方消費税（市町村分）が、道か

ら市町村へ交付されたもの
地方譲与税…国が徴収した税金の一部が市町村へ配分

されたもの
分担金及び負担金…町が行う特定の事業により利益を

受けるものが負担したもの
その他…基金繰入金、使用料及び手数料、土地売払い

収入、その他交付金など

地方交付税
50.8%

国・道支出金
19.9%

寄附金
7.5%

町税
5.1%

町債
4.9%

地方消費税
交付金
1.7%

繰越金
3.3%

地方譲与税
0.5%

分担金及び負担金
0.2%

その他
3.2%

諸収入
2.9%

42億7,696万4,677円

（前年度比�34.6％減）

積立金
10.4%

人件費
13.8%

物件費
16.4%

建設事業費
11.7%

公債費
11.6%

補助費等
10.7%

繰出金
10.7%

扶助費
10.6%

維持補修費
4.1%

40億6,600万3,161円

（前年度比�36.5％減）

物件費…消耗品の購入費、通信費や公共施設の管理
費などの経費

人件費…町職員の給料や町議会議員や委員会委員の
報酬など

建設事業費…道路や公園、町営住宅などの公共施設
を建設する経費

公債費…町債（町の借金）と一時借入金の元本と利
子の返済金

補助費等…さまざまな団体への補助金や負担金など
繰出金…他の会計や基金へ繰り出すためのもの
扶助費…高齢者や乳幼児等の医療費助成や、児童手

当の給付など社会保障に必要な経費
積立金…基金（町の貯金）などに積み立てる費用
維持補修費…施設等の維持管理上必要な経費

（単位：円）

特別会計項目 歳入 歳出 歳入歳出差引額

国民健康保険事業特別会計 126,151,014 121,783,712 4,367,302

後期高齢者医療特別会計 65,197,079 64,571,850 625,229

簡易水道事業特別会計 131,437,752 122,100,298 9,337,454

公共下水道事業特別会計 191,838,344 191,838,344 0

介護保険サービス事業特別会計 141,168,784 141,168,784 0

診療所運営事業特別会計 89,220,592 89,220,592 0

合計 745,013,565 730,683,580 14,329,985

令和４年度は歳入歳出差引額が１億7,649万６千円となり黒字決算となりました。

また、この１億7,649万６千円から前年度純繰越額１億4,085万２千円を差し引き、

財政調整基金積立金１億5,324万円を加え、財政調整基金取崩額を差し引いた

実質単年度収支も１億8,888万４千円で昨年度に引き続き黒字となりました。

ふ る び ら の
   財 政 状 況 （令和４年度決算）

特定の事業を行うために、一般会計と分けて設置される特別会計には国民健康

保険、後期高齢者医療、簡易水道、公共下水道、介護保険サ－ビス、診療所運

営の各会計があります。

各会計の決算概要は次のとおりです。

一 般 会 計

特 別 会 計

歳入 歳出
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健全化判断比率

指標名 決算比率
早期健全化基準 
（国の基準）

財政再生基準 
（国の基準）

実質赤字比率 ー（ー） 15.00％ 20.00％

連結実質赤字比率 ー（ー） 20.00％ 30.00％

実質公債費比率 8.7％（8.6％） 25.00％ 35.00％

将来負担比率 ー（1.7％） 350.00％ ー
※実質赤字比率と連結実質赤字比率は黒字のため、将来負担比率は充当可能な財源額が将来負担額を上回ってい
ることから「ー（該当なし）」と表示しています。
※（　　）内前年度数値

資金不足比率

会計名 決算比率
経営健全化基準 
（国の基準）

簡易水道事業特別会計 ー（ー）
20.00％

公共下水道事業特別会計 ー（ー）
※各会計の資金不足比率は、黒字のため「ー（該当なし）」と表示しています。
※（　　）内前年度数値

主要な財政指標においては、令和２～３年度に行った複合施設建設に伴い地方

債残高（町の借金）が高水準にありますが、今後の返済に備えた基金残高（町

の貯金）の増加が図られていることから、国が定める健全化判断比率も全て基

準を下回り、健全な財政運営ができています。

財 政 指 標

1,794,627
1,988,800

2,236,600
2,467,758

2,829,140

H30 R1 R2 R3 R4

単位：千円
基金残高　　　　28億2914万円

（町の貯金）   　　前年度比 ３億6138万２千円増↑

単位：億円

38.4 38.2 
43.4 

52.2 49.8 

3.3 3.1 
2.7 

2.5 
2.4 

14.8 13.8 
12.8 

11.7 10.7 

H30 R1 R2 R3 R4

一般会計 簡易水道会計 下水道会計

56.5 55.1
58.9

66.4
62.9

0.0

10.0

20.0

30.0
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11 月の休日当番病院
〇当番病院（午前９時～午後５時）

日 医院名 電話番号

３日（金）小嶋内科 0135-22-2245

５日（日）林病院 0135-22-5188

12日（日）池田内科クリニック 0135-23-8811

19日（日）よいち整形外科クリニック 0135-48-5000

23日（木）森内科胃腸科医院 0135-32-3455

26日（日）黒川町整形外科クリニック 0135-22-2447

※�余市協会病院には、常時日直の医師がおり急患に
限り診療します。

〇夜間救急病院（※急患に限り診療します。）

医院名 電話番号 診療時間

余市協会病院 0135-23-3126 午後６時～翌日７時

※診療科目　内科、小児科、外科、整形外科

余市警察署だより

運転免許更新時のオンライン講習について

　運転免許の更新時に、受講しなければならない

「優良講習」「一般講習」「違反者講習」「高齢者講習」

のうち優良講習と一般講習について、マイナン

バーカードとスマートフォンなどを利用して、オ

ンラインで講習を受けることができます。

　講習のオンライン化のため、モデル事業として

道警で試行実施中です。

　動作環境や必要なものなど詳細は、

免許更新時に配布される更新連絡書や

道警のホームページを確認して下さい。

余市署管内でヒグマが連日出没！

～市街地にも出没しています～

　・�秋は冬眠のためにエサを探して活発に動き出

します

～ヒグマに出会わないために～

　・鈴等で音を出し、ヒグマに知らせる

～ヒグマに遭遇したら～

　・�指が５本あるのは熊の足跡、見

つけたら、すぐに引き返しま

しょう

　・�ヒグマの速度は時速50キロに達

すると言われています

　・�万が一、ヒグマに遭遇した場合

は、走らず、落ち着いて行動しましょう

◇お問い合わせ先

　余市警察署

　☎0135-22-0110

各種自衛官を募集します

　自衛官候補生、陸上自衛隊高等工科学校生徒（一

般）を募集します。

　また、当事務所では随時説明会を行っています。

　応募資格等はお問い合わせください。

◇お問い合わせ先

　自衛隊札幌地方協力本部小樽地域事務所

　☎0134-22-5521

後志広域連連合職員募集のお知らせ

　後志広域連合は後志管内16町村で税の滞納整理、

国民健康保険事業、介護保険事業などの事務を共

同で行う特別地方公共団体です（事務所所在地：

倶知安町）。

　この度、令和６年４月より介護保険課に従事す

る職員の募集をします。

●受験資格：�保健師又は社会福祉士の資格を有す

ること。介護保険業務の経験を有し

ていることが望ましい。

●申込締切：11月30日（木）まで

●試験：一次試験（書類選考）、二次試験（面接）

◇お問い合わせ先

　後志広域連合総務課　

　☎0136-55-8010

４トンダンプの売却を行います

　北しりべし廃棄物処理広域連合の４トンダン

プの売却（一般競争入札）を行います。

●と　き：12月21日（木）９時30分

●ところ：北しりべし広域クリーンセンター

　　　　　（小樽市桃内２）

●申し込み：12月14日（木）までに

　　　　　　北しりべし廃棄物処理広域連合へ

●物件の公開：�日時・場所等については、申し

込み後に別途連絡します

　詳細な条件は北しりべし廃棄物処理広域連合

のホームページに掲載しています

詳しくはこちら↓

◇お問い合わせ先

　北しりべし廃棄物処理広域連合

　☎0134-28-3753
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2023年
漁業センサスを実施します

　農林水産省は、令和５年11月１日現在で「2023
年漁業センサス」を実施します。
　調査員が漁業関係者の方々を訪問し、調査票を
お届けしますので、ご回答をお願いします。
　なお、スマートフォン等を利用したオンライン
での回答も可能です。
　「漁業センサス」は、漁業の現状を知り将来を
考えるための大切な調査です。
　回答内容は、統計を作成するためだけに使われます。
　ご協力をお願いします。
◇お問い合わせ先
　企画課広報統計係　☎0135-48-9836（内線223）

余市税務署より
「税を考える週間」のお知らせ

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、

税務行政に対する知識と理解を深めていただくため、

１年を通じて租税に関する啓発活動を行うとともに、

毎年11月11日から17日を「税を考える週間」として、

集中的に様々な広報広聴施策を実施しています。

１　国税庁ホームページによる広報

　「税を考える週間｣に合わせて、国税庁ホーム

ページ内に「これからの社会に向かって」をテー

マとした特設ページを設け、国税庁の各種取組に

ついてご紹介します。

２　ＳＮＳを利用した広報

　「税を考える週間」に合わせて、YouTubeの「国税

庁動画チャンネル」や国税庁ホームページのインター

ネット番組「Web-TAX-TV」に新着動画を掲載す

るとともに、各種情報をX（旧Twitter）で発信します。

３　小学生の税に関する作品展の開催について

　余市税務署が主催する「小学生の税に関する書

道」の作品の展示を次のとおり行います。

　児童の皆様が税について考え、表現した、元気

あふれる作品を是非ご観賞ください。

　〇会場　古平郵便局（古平町入船町９番地１）

　〇日時　11月９日（木）９時～17日（金）13時

　※営業時間　９時～17時（土日祝日を除く）

◇お問い合わせ先

　余市税務署総務課

　☎0135-22-2093（ナビダイヤル２番）

バス運転手合同就職相談会の開催について

【日時】11月11日（土）10:00～16:00
【場所】小樽道税事務所（小樽市富岡１丁目14-13）
【参加機関】北海道中央バス(株)、ニセコバス(株)、
　　　　　�道南バス(株)、ハローワーク小樽
【内容】①バス事業者への就職相談
　　　�②ハローワークへの雇用保険等の相談
〇当日参加のほか、事前に相談予約を受け付けます。
予約をされた方は優先的に相談を受けることができます。
〇相談時間が変更される場合があります。詳細は後志
総合振興局HPでの確認や下記へお問い合わせください。
◇お問い合わせ先
　後志総合振興局地域創生部地域政策課地域振興係
　☎0136-23-1419（平日８：45～17：30）
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町の人口と世帯数
� 前月比

人　口�2,673人　�（－３）

　男� 1,264人　�（－３）

　女� 1,409人　�（�０�）

世帯数�1,638世帯�（－２）

上記のうち

外国人� 51人　�（�４�）

　男� 10人　�（�０�）

　女� 41人　�（�４�）

令和５年９月末日現在
住民基本台帳人口

令和５年度　古平町敬老会
　 ９ 月 ７ 日 、
古平町敬老会
が複合施設か
なえーるで開
催され、米寿
７名、喜寿６
名の合わせて
13名が参加し
ました。
　今年度も新
型コロナウイ
ルス感染症対
策として、対
象 者 を 喜 寿 ・
米寿・百歳以

上の方のみに限定、懇親会などは行わず規模を縮小して開催しました。会では、成
な り た あ き ひ こ

田昭彦町長が「本
日は皆様のお元気な姿を拝見できてうれしく思います。長年、古平町の発展に尽力されてきたことに
心から感謝申し上げます。」と挨拶後、参加者に記念品が贈呈されました。
　記念講演として、日本民謡協会教授 新

に い お か

岡健
け ん い ち

一さんによる三味線演奏。今年100歳紀寿になられた
松
まつばら

原サツさんと一期倶楽部の皆さんからのかわいいビデオメッセージの上映が行われました。

横川幸男さん 伊東ミヨさん 松原サツさん

㊗ 今年紀寿の３名
町内会名 年齢 氏名 番付 氏名 年齢 町内会名
浜五 102 大和田ヱイ 横綱 木村   トミ 100 旭
港町 100 横川   幸男 張横 伊東   ミヨ 100 本陣
浜五 99 松原   サツ 大関 竹本美代子 99 入船
銀座 99 福井のふ子 張大 東納ミドリ 99 入船
旭 98 村本政次郎 関脇 本間シヅヱ 98 浜三

あけぼの 98 小倉   アイ 小結 髙野名正治 97 浜三
浜三 97 坂田   子 前頭 石塚ミツヱ 96 港町
本町 96 笠井   トシ 前頭二 太田   静江 96 旭
入船 96 本間トシヱ 前頭三 安澤　 子 96 新地
新地 96 岩谷   トシ 前頭四 中村   スワ 96 浜五
浜五 96 枝   イヨ 前頭五 竹谷   信一 95 本町
港町 95 岩崎   富雄 前頭六 佐藤　 子 95 新地
港町 95 夲間   トキ 前頭七 佐藤   ヒロ 95 栄町
旭 95 本間   継喜 前頭八 永山   千代 95 沢江
旭 94 吉野   浩次 前頭九 荻原   京子 94 銀座

浜一 94 東野   昭一 前頭十 澤田   勇一 94 沖
浜五 94 池端フジ子 前頭十一 小林   幸司 94 浜一
本町 94 磯田   敬子 前頭十二 金子トモ子 94 丸山
港町 94 岩崎   武子 前頭十三 大保   清子 94 丸山
新地 93 越野ミツエ 前頭十四 小野寺   博 93 銀座
本町 93 髙橋      髙 前頭十五 山田スミ子 93 新地
旭 93 前川   美枝 前頭十六 長田タニエ 93 入船

沢江 93 渡部   サツ 前頭十七 山貝   トミ 93 本町
沖 93 山城   キサ 前頭十八 関   ハナ 93 旭

浜三 93 藤野美惠子 前頭十九 打越   春子 93 旭
（注）年齢は満年齢 令和５年９月７日現在

高　齢　者　番　付　表東 西
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